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飛鳥藤原宮跡発掘調査部

1 9 9 1 年度は藤原符跡内で1 2 件，京跡で８件の発掘調査を行った（1 0 頁一覧参照) 。これらのう

ち，京の半数近くは住宅建設等に伴う小規模な訓査なので割愛し，主要な訓査にしぼって報告

する。なお，宮東方官術地区の第6 7 次調査は本年度に開始したが，調査の主体は1 9 9 2 年度に持

ち越したため，報告は次年報に送る。

１・藤原宮跡

西方官簡地区の調査第６６－２．３．４次調査は，概原市縄手町において相次いで行った，住宅新

築および駐車場造成に伴う事前調査である。調査地は醍醐池の西方，両方宮簡地区北部にあた

るが，後世の削平が薪しく，寓跡内としては宮期の遺榊が比較的希薄なところである。調査の

結果，藤原富期の遺構はまったく検出できなかったが，１４仙紀頃のものと思われる二重の環濠

を巡らせた正方形の区i I l I i が明らかになった。かつて第2 7 - 6 次調査で両北隅部，また第6 3 - 2 次

調査で南辺の一部を検出していた濠による区而の，西南隅と南辺中央部を今回追加確認し，全

体の規模を想定できるようになったのである。すなわち第6 6 - 4 次訓査区で二歳の濠の西南隅を

確認，濠内区間の南北長は約6 5 ｍ，第6 6 - 3 次調査区で検出した内濠鞍部を中軸線として東に折

り返すと東西も約6 5 ｍとなる。外濠で閉まれた区i I l l i の外寸は7 6 ｍ，内・外濠間の幅は平均4 . 2 ｍ。

この空閑地に土塁あるいは築地のような施設があったか否かは定かでない。而濠の埋土から１４

世紀を主体に若干１３世紀代のものを混えた土器が出土した。区画が正方形で環濠が二重に巡る

ところは，通常の中世環濠集落のあり方とは様祁を異にし，土豪肺# の崎館のような施設を想定

すべきであろうが，内部の実態が未だ不明なので判断は控える。
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藤原宮跡・藤原京跡の発掘調査
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のは井戸ＳＥ7 3 5 5 ．ＳＥ7 3 6 0 ．S E 7 4 3 0 と斜行する大溝

S D 7 4 0 0 など。井戸はいずれも素掘りで，古墳時代後期

の土器が出土した｡溝S D7 4 0 0は幅5 . 5ｍ以上, 深さ1 . 8ｍ・

中央部には，流れに沿って机の天板を転用した板材や杭

による木組の施設が設けられている。体積土上脚から５

世紀後半～６世紀の，下膳から４世紀末～５世紀初頭の

土器が出土した。７世紀前半代の遺構には掘立柱建物

S B7 3 8 0がある。桁行４間（柱1 . 8ｍ) ，梁間２間（1 . 9ｍ）

で，北で西に4 5 度振れる。この振れは溝S D 7 4 0 0 や東隣

接地の第5 9 次調査で検出した弥生時代後期の水田遺構の

方位と一致し，地形に制約された土地利用が長期間続い

たことを示している。７世紀後半から藤原宮期にかけて

の遺構には掘立柱建物４棟・塀２条，井戸１基，土坑多

数のほか，一辺0 . 6 ｍ前後の柱穴があるが建物としては

まとまらない。建物S B 7 3 7 5 とS B 7 3 8 5 は西側柱筋を揃え

て建つ南北棟で，柱間寸法は2 . 1 ｍと1 . 4 ｍのそれぞれ等

間。南北に東両塀ＳA7 3 6 5 . 7 3 9 5を伴う。S B7 4 0 5はそれ

らの西北方にある総柱建物で，南北２間（柱間2 . 0 ｍ) ，

東西１間以上（2 . 4ｍ）の規模である。井戸S E 7 4 3 1は，

抜取穴から出土した井戸枠から，本来は横板組の井戸と

みられる。掘形は上幅で一辺約３ｍ，深さ１．７，，２段

に掘り込まれており，底部から藤原宮期の土師器杯・謡

や須恵器平瓶などがまとまって出土した。

東西に長くあけた下層用の調査区において，緑灰色

粘土（地山）面で多数の柱穴・土坑・減を検出した。

いずれも弥生時代中期に属する。中には頂径が3 0 ｃｍを

超えるヤマグワやケヤキの柱根を残す柱穴もあるが，

建物としてはまとまらない。なお，今回調査区の範囲

内では水田の造椛は確認できなかった。
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藤原宮跡第6 8 次訓在遺椛図（１：6 0 0 ）

第6 8 次調査は橿原市四分町で実施した，市営団地立て替えに伴う事前調査である。調査地は

西方官衝地区南部にあたり，弥生時代の集落遺跡である四分遺跡が広がるところでもある。訓

査は東区・西区に分けて行ったが，まとめて報告する。

上層遺構には掘立柱建物・塀，井戸，土坑，瀧などがあり，これらは古墳時代．７世紀前半代．

７世紀後半～藤原宮期に分けられる。古城時代に偶する
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西面・南面大垣の調査根原市縄手町における節6 6 - 1 1 次

調査は住宅新築，同飛騨町の第6 6 - 9 次訓査は下水道埋設工

事に伴う事前調査である。６６－１１次調査では丙而大垣一

S A 2 5 8 の柱穴を５個検出，柱の直径は3 0 c m，柱間は2 . 6 ｍで

ある。大域の西３ｍあたりから地1 1 1 が西へI i I j かって大きく

下降，その上に木質物・瓦器を含む堆積牌を確認した。こ

れは西外濠そのものではないが，ｉ: ! ｣ 世までその幅を広げて‐

周辺の水を集める基幹水路として機能していたことを示す。？’ 甲”
｜’

６６－９次調査は幅0. 8ｍ，南北長49ｍという狭い範I j I 1の調藤原宮跡第66- ' ' 次調査遺碓図（ｌ

在であったが，南而大垣S A 2 9 0 0 の柱穴２個と内濠・外濠の一部を検出した。

２・藤原京跡

左京十一条三坊の調査（雷丘北方遺跡第１．２次調査）需丘北方遺跡第１次訓査は，藤原宮

第6 6 - 1 次調査として，高市郡明日香大字雷でおこなった。県道新設によって移転する民家住宅

の新築に伴う事前訓査である。調査地は雷丘の北北両約2 0 0 ｍ，低い丘陵の西に広がる緩やかな

斜面上の水ｍである。西方約1 0 0 ｍには飛鳥川が西北流し，その氾濫原を示す地形が訓査地の両

端部まで及んでいる。藤原京の条坊では左京十一条三坊西南坪にあたる。第１次調査の結果，

７世紀後半から奈良時代にかけての大規模な四面庇付東両棟建物とその西方に廊状に並ぶ２条

の南北柱穴列を検出，四面庇建物は西南坪の中軸線にほぼ合致し，この建物を中心に回廊が巡

る空間が想定された。建物の椛造・規模や廊を伴う形態などから兄て，ｆ『術あるいは宮の可能

性があり，きわめて亜要な遺跡であるとの認識から, 県道敷設予定地とその隣接地を対象として，

遺跡の範間確認を目的として行ったのが第２次調査（藤原宮第6 6 - 1 3 次）である。その結果，

廊と考えた遺構は1 7 問× ２間の身舎の東西に庇が付く長大な南北棟建物で，しかも南北に２棟

が並ぶこと，外周には掘立柱の塀と満を巡らせていることなどが判明，遺跡の規模は少なくと

も南北２坪にわたることが確実となった。

全体の地形は両北方へ緩く傾斜しており，古代の遺構はこの傾斜地に厚さ0 . 5 ～１ｍに及ぶ大

規模な整地を行ってから造られている。検出した主な遺構は，出土遺物から見て，天武朝末期

に造営され，藤原宮期を経て，奈良時代前半まで持続したと考えられる。そして建物・満に造

り替えがあることから，Ａ・Ｂの２時期に分けることができる。

Ａ期の遺構としては掘立柱建物３棟，掘立柱塀２条，渉４条がある。

建物S B 2 6 6 1 は３間× ２間の身舎の四面に庇が付いた東西建物である。柱間寸法は身舎の桁行

が1 2 尺，梁行が1 1 尺，庇の出が９尺。柱掘形は一辺２ｍに近い方形で，柱はすべて抜き取られ

ていた。北庇に柱筋を揃えて西６尺の位侭にある２個の柱穴は階段用の柱であろう。建物

S B 2 6 7 0 はS B 2 6 6 1 の西1 6 ｍのところにある南北棟建物で，身舎が1 7 間× ２間，その東西に庇が付

く。柱間寸法は身舎が８尺等間，庇の出が７尺。建物内部に玉石敷S X 2 7 3 1 が施されている。石
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手に接続して区、の西南

隅を形成する。柱間は

共に８尺等間。東西塀

S A 2 7 3 5 の柱掘形は一辺

1 . 2 ｍほどの方形で，深

さ約１ｍ，北川からの抜

取りの痕が明瞭なのに対

して，南北塀S A 2 7 4 5 の

柱掘形は一辺１ｍと若干

小型。柱根が一ヶ所残っ

ており，径約3 0 c m，長さ

約5 0 c mで礎板上に立つ。

蒜SD2740は南の区i l i I i 塀

S A 2 7 3 5 のすぐ南にある

幅約５ｍ，深さ0 . 5 ｍほ

どの東西櫛で，北岸には

約１ｍ間陥で丸太を打ち

込んだしがらみの謹岸が

ある。Ｂ期に北岸を造り

替え幅を広げた。Wt i の区

画塀の外側にあるのが南

北溝S D 2 7 5 0 で，幅約

2 . 6ｍ，深さ0 . 4ｍほどで

ある。東岸を雑に石で謹

岸する。
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敷は東庇の柱筋から2 . 5 ｍ東まで確認でき，建物内だけでなく周囲まで舗装されていたようだ。

石敷而は建物中心部が高く，隅がやや低い。壁のない吹抜けの建物であろうか。建物S B 2 5 7 2 は

S B 2 6 7 0 の北3 . 9 ｍ隔てて柱筋を揃えて建つ南北棟建物である｡ 東南の隅を検出したに過ぎないが，

S B2 6 7 0 と岡規模と想定できよう。櫛S D2 6 7 1 は建物ＳB2 6 7 0 . 2 6 7 2 のすぐ東を並行する南北識で，

両建物に共通する東雨落溝。幅１ｍ前後，深さ約0 . 3 ｍで，底面に黄褐色粘土を貼っており，元

は石組渉であった可能性が強い。職S D 2 7 3 0 A は建物S B 2 6 7 0 の南約２ｍにある東西石組溝で，

S D2 6 7 1 が接続する。Ｂ期に造り替えがある。

塀ＳA 2 7 3 5 . 2 7 4 5 は建物S B 2 6 7 0 の南約7 . 5 ｍと西約5 . 0 ｍにある掘立柱の塀である。両者は鍵の
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Ｂ期になると，中心需丘北方逝跡第１．２次調査造柵図（ｌ： 5 0 0 ）
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建物S B 2 6 6 1 を廃して新たにS B 2 6 6 2 が建ち，

S B 2 6 7 0 の東の溝S D 2 6 7 1 が埋め立てられて

S D2 6 8 6が造られ，S D2 7 3 0などが改修される。

また，建物S B 2 6 6 2 以南の一面に大粒の磯を敷

きつめる。建物S B 2 6 6 2 は３間× ３間の総柱建

物で，柱間寸法が東西７尺，南北5 . 5 尺の東西

棟である。柱掘形は1 . 0 ～1 . 3 ｍの方形で，Ａ期

のS B 2 6 6 1 の柱掘形を切る。柱はすべて抜き取

られていた。S B 2 6 6 1 と中軸線が一致する。

出土遺物には土器，瓦，木簡，木製品，石

製品などがあり，その多くは外周の溝と傑敷

上面から出土したものである。時期的には藤

原宮期を中心に７世紀後半のものが一定鼓を

占め，奈良時代前半の土器が少並混じる。

房. 聯ニィー

1 A

占め，奈良時代前半の土器が少並混じる。雷丘北方辿跡復原例（ｌ：2 , 5 0 0 ）

２回の訓査によって，規模・占地・遺構配侭・時期などについてその一端を明らかにすることが

できた。まず，UL l 而庇付きの東西棟建物の西方に２棟の優火な南北棟建物が並ぶことから，これを

正殿と脇殿の関係と捉えると，正殿を中心とし東側にも何規模の南北棟建物の存在が想定できる。

また，建物の西と南に掘立柱塀と溝が組み合った区画施設が存在するところから，正殿中軸線を折

り返して区画の東西規模が推定可能となった。正殿の中心は十一条三坊西南坪の１．| ｣ 心線にほぼー致

しており，南脇殿の南妻の位憧もほぼ坪の南北二分級に合う。北脇殿が西北坪へ渡ることは確実で，

少なくとも南北二坪を占地していたことも明らかである。ただし，南辺の区i I I l i 施設から十一条大路

までは約5 5 ｍの距離があるので，これらは南限ではなく中心建物群を区i I I I i するものであろう。遺構

配置にも計画性が窺える。北脇殿の南妻は正殿の北庇と柱筋を揃え，正殿の中軸線から脇殿の中軸

線までの距離は1 0 0 尺，同じく南の東西塀までが1 5 0 尺，西の南北塀までが1 3 0 尺なのである。さら

にまた，正殿は四面庇付きで柱間寸法が大きく，また柱掘形もきわめて大型である。藤原京内で今

までに判明している，一坪占地の邸宅跡である右京七条一坊両南坪の正殿（柱間桁行９尺，梁行７

尺，掘形の大きさ1 . 1 ～1 . 7 ｍ）と比較すると，その大きさは際だっている。また，脇殿も東西両庇

付きで，南脇殿の１７間に匹敵する長火な建物は京内では知られていない。

しかしながら，この遺跡の性格についてはなお不明な点が多い。寺院・貴族の邸宅・官街・

宮などが候補として挙げられようが，建物の形態・規模，出土遺物などから前二考には無理が

ある。先に推定した建物配瞳について，北脇殿を南と同規模とし，正殿の北に後殿の存在を想

定してみると，宮殿の典型とされる飛鳥稲洲寓殿遺跡のそれと極めて類似した形態となり，宮

として性格づけることも不可能ではない。しかし，現段階では調査面積もごく一部に過ぎず，

その性格解明には今後の継続的な訓査を待ちたい。

二弓二一二二一今一一

ｒ~~｢；…‐

' １１束三坊々IH1路

Ａ
〕 ･

Ｉ

… ヤー

｜Ｉ．

“１１細

層

信‘

督琴

９４皇

' 昔 ｕ

皇二三ﾐ垂

二二二＝= 二季＝弓ニーーヱーェニ張呈L

１
．１

”…‘ . , ，ｉｉ
十一条 l々 H l 路，

■

毒
一

ロ

ェ

ド

、

⑬

乱

＝ー一一

1Ｅ

, １

肌

一一

一

Ｉ

Ｉ』｣…. 軸- ｱﾄｰ鍵穴”

ﾛ１

１１

、



一

一

一

右京七条一坊の調査第6 6 - 1 2 次調査は柵原市高殿町における宅地造成工事の事前調査である。

調査地は藤原宮の南面西門のすぐ東南にあたり，従前おこなった周辺の調査（第１７．１９．６２．

６３次）の成果を合わせると，小規模な建物が井戸や塀を伴って点在し，戸籍に関連した木簡の

内容や硯（転用硯）の出土が比較的多いなどの特徴が認められ，ここには何らかの公的な機関

が存在した可能性が強い。

今回の調査で特記すべきは便所遺構S X 7 4 2 0 の発見である。これは発掘区の東南隅で検出した

長さ１．６，，幅0 . 5 ｍの長楕' 1 1 形のﾐ | - 面を呈する素掘りの土坑で，長軸を南北方向に侭く。深さ

は現状で0 . 4 ｍをとどめるのみだが，周辺の柱穴等の遺存状況から推し雌ると，本来１ｍ前後の

深さであった。土坑内には東西3 0 c I 1 1 ，南北8 5 c mの間隔で４本の木杭が打ち込まれていた。土坑

内の堆積土からは，木や木簡，土器細片，ウリなどの植物種子，ハエの蝿などの昆虫遺存体，

魚骨などの食物残淡，

寄生虫の卵などが出土

した。同定された寄生

虫卵には, 回虫・鞭虫・

肝吸虫・横川吸虫があ

る◎ 昆虫や種子，寄生

虫卵など便所に特有な

遺存体の抽出に採用し

た各種の科学的分析方

法は，今後同種の遺構

が発掘された場合に取

るべき指針となろう。

また，当時の人々の食

生活や衛生状況，生活

環境などを復原する手

がかりともなる。

なお，本調査の成果

のうち便所遺構に関し

ては単独の冊子『藤原

京跡の便所遺構一右京

七条一坊両北坪一』（奈

良国立文化財研究所

1 9 9 2 年５月）として刊

行済みである。
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階段周辺

藤原京

平城京

1 ７－

地覆石

４０×l 20cI I 1

3 6 ×１２０c ｍ

雨落飾

５６cｍ

５０cｍ

出

3. 2ｍ

3. 2ｍ

( 側柱）

犬走|鵬

９０cｍ

８５ｍ’

南北催

※１８．２ｍ
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坐壇規棋

藤原京

平城京

東l j l j長

※２９．５，，

２９－４ｍ

本薬師寺金堂跡の調盗遺櫛図（ｌ：3 0 0 ）

耳石納穴

１５×２０ｃｍ

１５～20〔､､，

淵聯

55ｃｍ

40cｍ

地穫石

38×101ｃｍ

３６×１００ｍ，

犬走りI 脂

９０cｍ

４０ｍ，

階段幅

※４．２ｍ

４－２ｍ

階段出
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本薬師寺金堂跡の調査（右京八条三坊）1 9 9 2 年度から実施する予定の，寺域や伽藍規模等を

解明するための本格調査に先だって行った予備調査である。金堂跡南辺中央部および東南隅に

近い東辺で各一箇所| ､ レンチを入れた。発掘面積は小さかったが, 基嘘・階段の地覆石, 雨落溝，

その外方の玉石敷などを検出，遺構の遺存状況が望外に良好であることを確認，1 9 9 0 年の金堂

基聴北辺の調査成果とあわせ，以下の想定が可能となった。

金堂基壇は東西2 9 . 5 ｍ，南北1 8 . 2 ｍに復原でき，平城薬師寺と同規模。また，東西両塔心を

結ぶ線と金堂心との距離は2 9 . 7 ｍ（1 0 0 尺）で，これも平城薬師寺に等しい。基壊築成にあたっ

て掘込み地業を行わないことも共通する。ただし階段前の犬走り幅は9 0 c mあり，平城の4 0 c mに

比してかなり大きな数値を示す。裳階の存在を示す遺構は確認できなかったが，小型の軒瓦が

出土し，その存在は推定できよう。平安時代初期のI I i f 瓦が出土し，その頃まで建物が存続した

ようだ。中央階段正面の地覆石が抜き取られたのは1 4 世紀後半頃である。（1 1 1 本忠尚）

藤原．平城i i ' 1 i 京の薬師寺金堂基蝋の対比（※は復原した数値）
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